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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 
アルファ核種の吸入による内部被ばくの生体影響評価をするため、体内

でアルファ線を放出した際に周辺細胞に与える線量を評価し、その際に

マウス個体に与える影響評価を活性酸素種の産生、活性酸素種消去能の

評価、DNAの酸化的損傷と損傷修復等の組織レベルでの影響評価とメタ

ボローム解析結果を用いて機械学習をすることにより、アルファ線の内

部被曝による生体影響の特徴を抽出することで生体影響評価を横断的

に検討することを目的として、以下の項目を行う。 

１）体内での活性酸素種産生、抗酸化機能の役割、DNA損傷の検討 

２）アルファ線のマイクロドジメトリに関する研究 

３）メタボローム解析に関する研究 

２．総合評価 Ｂ ・ラドンを代表として広くα核種の影響を調べた着眼点と成果は評価

ができる。 

・一方、今回の実験結果から導き出した結論は、限定的な条件における

検証であったため、様々な因子、核種などを加味した実験等が必要と

なる。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


